
ULTRATONE
KXD15/KXD12
600-Watt 4-Channel PA System / Keyboard Amplifi er
with Original 15"/12" TURBOSOUND Speaker,
KLARK TEKNIK Multi-FX Processor
and FBQ Feedback Detection
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安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄

注意
感電の.恐れがありますので、カ
バーやその他の部品を取り外

したり、開けたりしないでください。高品
質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標準
ケーブルおよびツイスト ロッキング プラ
グケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1. 取扱説明書を通してご覧ください。
2. 取扱説明書を大切に保管してくだ
さい。
3. 警告に従ってください。
4. 指示に従ってください。
5. 本機を水の近くで使用しないでくだ
さい。
6. お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7. 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8. 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。

9. ニ極式プラグおよびアースタイプ 
(三芯) プラグの安全ピンは取り外さないで
ください。ニ極式プラグにはピンが二本つ
いており、そのうち一本はもう一方よりも幅
が広くなっています。アースタイプの三芯プ
ラグにはニ本のピンに加えてアース用のピ
ンが一本ついています。これらの幅の広い
ピン、およびアースピンは、安全のためのも
のです。備え付けのプラグが、お使いのコン
セントの形状と異なる場合は、電器技師に
相談してコンセントの交換をして下さい。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだり
しないようご注意ください。電源コードや
プラグ、コンセント及び製品との接続には
十分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地 (アース) が確保
されていることを確認して下さい。

12.  電源タップや
電源プラグは電
源遮断機として利
用されている場合
には、これが直ぐ
に操作できるよう
手元に設置して下
さい。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。
14.  カートスタンド、三脚、ブラケット、
テーブルなどは、本機製造元が指定したも
の、もしくは本機の付属品となるもののみ
をお使いください。カートを使用しての運
搬の際は、器具の落下による怪我に十分ご
注意ください。
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

18.  ブックケースなどのような、閉じたス
ペースには設置しないでください。
19.  本機の上に点火した蝋燭などの裸火
を置かないでください。
20.  電池廃棄の際には、環境へのご配慮
をお願いします。電池は、かならず電池回
収場所に廃棄してください。
21.  本機器は熱帯気候および / または温
帯気候下でご使用ください。

ここに含まれる記述、写真、意見の全
体または一部に依拠して、いかなる人が
損害を生じさせた場合にも、MUSIC Group 
は一切の賠償責任を負いません。技術
仕様、外観およびその他の情報は予告
なく変更になる場合があります。商標
はすべて、それぞれの所有者に帰属しま
す。MIDAS、KLARK TEKNIK、LAB GRUPPEN、 
LAKE、TANNOY、TURBOSOUND、TC ELECTRONIC、 
TC HELICON、BEHRINGER、BUGERA および DDA 

は MUSIC Group IP Ltd. の商標または登録商
標です。© MUSIC Group IP Ltd. 2017 無断転用
禁止。

適用される保証条件と MUSIC Group の限定
保証に関する概要については、オンライン
上 music-group.com/warranty にて詳細をご確
認ください。
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ULTRATONE KXD15/KXD12 フックアップ
ステップ 1: フックアップ

ULTRATONE を使用した練習用セットアップ ライブ / エンターテイナー用セットアップ

MP3 Player

Footswitch

Drum Computer
Keyboard

XM8500 HPS3000

UMC204

B1500D-PRO

Footswitch

B215D

Keyboard

XM8500
Line In 4 Line In 3

B215D

Keyboard

Computer

UMX490

Line In 2
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ステップ 2: コントロール

ULTRATONE KXD15/KXD12 コントロール

(1)

(8) (9)

(2)

(24)(18) (25) (26)

(19)

(3) (4) (5) (6) (7)

(10) (11) (12) (13) (14) (16)(15)

(20) (21) (22)(17) (23)

(1) FX コントロールにより、内蔵エフェクト
プロセッサーの入力時におけるチャンネ
ル 1-4 の信号レベルを調整します。

(2) TO LINE OUT ボタンを押すと、チャンネル 
4 の信号がさらに LINE OUT 出力へエフェ
クトなしで送られます。TO MAIN ボタンお
よび TO LINE ボタンを押すと、チャンネル 
4 の信号がチャンネル 1-3 と同様になり
ます。信号はスピーカーおよび LINE OUT 
出力へエフェクト付きで送られます。

(3) GRAPHIC EQ サウンドのスペクトラムの特
定の周波数帯を調節します。

(4) MULTI-FX PROCESSOR 選択されたサウン
ド• エフェクトを FX ノブが上がっている
すべてのチャンネルに加えます。エフェ
クトには、リバーブ、コーラス、フランジ
ャー、ディレイが含まれます。

(5) PROGRAM [PUSH] ノブは、エフェクト設定
をコントロールします。このノブを回して
エフェクトパッチをスクロールし、パッチ
を選択するにはノブを押します。

(6) FX RET ノブは、メインミックスに追加
されるエフェクトの量をコントロールし
ます。

(7) PHONES ジャック ¼ インチ TRS ステレ
オ・コネクターでヘッドフォンを接続し
ます。

(8) LEVEL コントロールによりチャンネル 1-4 
の信号レベルを調整します。

(9) TO MAIN チャンネル 4 の信号を、エフェ
クトを通さずにスピーカーにルーティン
グします。解除した状態では、チャンネ
ル 4 の信号は PHONES 出力へ、エフェク
トを通さずにルーティングされます。

(10) FBQ フィードバックが起きている周波数
帯を検知し、一致する GRAPHIC EQ のスラ
イダーが点灯させる、フィードバック感知
システムを有効にします。

(11) CLIP LED はチャンネル・ストリップの FX 
センド端子から送信される信号により、
プロセッサーが過負荷になると点灯しま
す。CLIP LED が点灯した場合には、それぞ
れの FX コントロールを使用してエフェ
クト入力信号を下げてください。

(12) エフェクトプロセッサーへ入力信号が送
られると、SIG LED が点灯します｡

(13) FX ディスプレイで現在選択中のプリセッ
トを確認できます。

(14) マスター部上の LEVEL コントロールでメ
イン出力音量を調整します。

(15) SHAPE ボタン マスター出力に特殊なフ
ィルターをかけ、ノイズの多い環境下で
サウンドの透明度と明確性を向上させ
ます。

(16) PHONES LEVEL コントロールでヘッドフォ
ン出力レベルを調整します。

(17) POWER スイッチを使用して ULTRATONE の
電源を入れたり切ったりします。本機の
電源を初めて投入する際には、POWER ス
イッチを徹ff唐ﾉしておいてください。

(18) POWER SOURCE ジャックは、同梱の IEC 
電源ケーブルを受け付けます。

(19) LINE OUT コネクター ポスト EQ オーディ
オ信号を外部機器に送信します。XLR コ
ネクターは、ミキサーやレコーディング・
コンソールに適したバランス信号を、¼   イ
ンチ・コネクターは追加のアンプリファー
やその他のライン・レベル機器に適した
アンバランス信号を、それぞれ供給しま
す。XLR および ¼   インチの両コネクターは
同時使用できます。

(20) STEREO LINK 接続端子 2 台の ULTRATONE 
アンプリファーで、トゥルー・ステレオ・
オペレーションをおこなう際に使用しま
す。一方の ULTRATONE の STEREO LINK OUT 
を、 もう一方のキーボード・アンプの 
STEREO LINK IN に接続してスレーブとして
機能させると、トゥルー・ステレオ・サウ
ンドをご利用いただけます。

(21) AUX IN 接続端子 CD プレイヤー、MP3 
プレイヤーほかの音源の信号を、RCA 
コネクターを通して受信します。

(22) LINE 入力 チャンネル 2-4 に、ペアの ¼ 
インチ TS コネクター でアンバランス・ス
テレオ信号を入力するための端子です。
モノ入力信号の場合は L (MONO) コネク
ターをご使用ください。

(23) LINE/MIC 入力セクション チャンネル 1 
はデュアル ¼   インチ TS コネクターに加
え、XLR 接続も可能です。XLR 端子には、
マイクロフォンその他の機器のバランス
信号を入力します (コンデンサー・マイク
ロフォンのための +15 V ファンタム電源も
搭載)。XLR および ¼   インチ・コネクター
は同時使用ができ、その場合チャンネル 
1 の LEVEL コントロールで両方の入力レベ
ルを調節します。

(24) GND LIFT スイッチにより LINE OUT 出力の
アース接続を遮断し、グラウンドループ
が原因で発生するハムノイズを効果的
に除去することができます。

(25) SUB OUT コネクターからは、パワーアン
プやアクティブ・サブウーファーの入力
信号を接続するためのラインレベル・モ
ノサブウーファー信号が送られます。

(26) FOOT SW ジャック ¼ インチ TS プラグ
でオプションのフットスイッチを接続
し、 エフェクト・プロセッサーのアクテ
ィベート / ディアクティベートをおこな
います。
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その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 電圧の選択: 
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユ ニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものが
あります。正しくない値のヒューズは、
絶対に適切な値のヒューズに交換されて
いる必要がありま す。

2. 故障: MUSIC Group ディーラーがお客
様のお近くにないときは、behringer.com 
の “Support” 内に列記されている、お客様
の国の MUSIC Group ディストリビュー
ターにコンタクトすることができま
す。お 客様の国がリストにない場合
は、同じ behringer. com の “Support” 内に
ある “Online Support” でお客様の問題が
処理できないか、チェックしてみてく
ださい。あるいは、商品を返送する前
に、behringer.com で、オンラインの保証請
求を要請してください。

3. 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報

技術仕様
KXD15 KXD12

Amplifi ers

Maximum output power 600 W*

Confi guration Bi-amping

Type
Class-D (Woofer) 

Class-AB (Tweeter)

Overload protection Dual-controlled limiter

Crossover type Active

Crossover frequency 2.8 kHz 2.6 kHz

Audio Inputs

Channel 1
2 x ¼  " TS, 40 kΩ, unbalanced 

1 x XLR, 750 Ω, balanced

Channels 2 - 4
2 x ¼  " TS, per channel 

35 kΩ, unbalanced

Aux in
2 x RCA 

20 kΩ, unbalanced

Audio Outputs

Line out
2 x XLR, 120 Ω, balanced 

2 x ¼  " TRS, 120 Ω, balanced

Stereo link
2 x ¼  " TS 

120 Ω, unbalanced

Sub out
1 x ¼  " TS 

120 Ω, unbalanced

Phones ¼  " TRS connector

Equalizer

Type Graphic EQ with FBQ Feedback Detection

Frequency range 63 Hz, 160 Hz, 400 Hz, 1 kHz, 2.5 kHz, 6.3 kHz, 16 kHz

Control range +/-12 dB

Digital Eff ects Processor

Type KLARK TEKNIK

Converters 24-bit Delta-Sigma

Sampling rate 40 kHz

Display 2-digit, 7-segment

Loudspeakers

Type
15" woofer 

1" compression driver
12" woofer 

1" compression driver

Frequency range 38 Hz – 20 kHz 42 Hz – 20 kHz

Physical

Enclosure Reinforced wood construction

Grille Perforated steel

Power Supply / Voltage (Fuses)

USA / Canada 120 V~, 60 Hz (T 6.3 A H 250 V)

UK / Australia / Europe 220-240 V~, 50/60 Hz (T 3.15 A H 250 V)

Korea / China 220-240 V~, 50/60 Hz (T 3.15 A H 250 V)

Japan 100 V~, 50/60 Hz (T 6.3 A H 250 V)

Power consumption @ 1⁄8 max power 110 W

Mains connection Standard IEC receptacle

Dimensions / Weight

Dimensions (H x W x D) 483 x 569 x 372 mm (19 x 22.4 x 14.7") 441 x 468 x 298 mm (17.4 x 18.5 x 11.7")

Weight 22.4 kg (49.4 lbs) 18.3 kg (40.3 lbs)

*Independent of limiters and driver protection circuits
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